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平
成
二
十
八
年
四
月
十
五
日 

 

編
集 

逗
子
市
環
境
都
市
部
ま
ち
づ
く
り
課 

 

協
力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
逗
子
の
文
化
を
つ
な
ぎ
広
め
深
め
る
会 

 

募
集 

逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
五
十
字
以
内
の 

景
観
に
関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

「自然を楽しみ学べる公園」 絵 永橋 爲成  

る
市
民
運
動
で
、
も
ち
ろ
ん
自
分
が
逗
子
に
住
む
と
は

考
え
た
こ
と
も
な
く
、
テ
レ
ビ
の
な
か
の
遠
い
世
界
の

こ
と
と
し
て
見
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。 

 

の
ん
び
り
と
住
宅
地
を
歩
き
、
久
木
側
の
出
入
り
口

か
ら
、
池
子
の
森
に
初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。

少
し
歩
く
と
、
芝
生
の
広
場
が
目
に
入
り
ま
す
。
広
場

と
い
う
よ
り
、
原
っ
ぱ
と
呼
び
た
い
景
色
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
ヨ
シ
の
茂
み
の
向
こ
う
に
は
小
さ
な
池
。
こ

の
日
は
生
物
の
姿
を
見
る
こ
と
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
メ
ダ
カ
や
ク
ロ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
が
い
る
そ
う
で
す
。

外
来
種
の
魚
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、

こ
れ
は
東
京
近
郊
で
は
貴
重
な
池
。
水
面
を
覗
き
な
が

ら
、
「
ミ
ド
リ
ガ
メ
や
金
魚
や
熱
帯
魚
を
放
し
ち
ゃ
だ

め
だ
よ
」
と
、
思
わ
ず
つ
ぶ
や
く
の
で
し
た
。 

 

さ
ら
に
行
く
と
あ
づ
ま
屋
や
休
憩
の
で
き
る
ベ
ン

チ
と
テ
ー
ブ
ル
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
に
立
ち
入
り

制
限
の
フ
ェ
ン
ス
に
突
き
当
た
っ
た
の
で
引
き
返
し
、

散
策
路
に
向
か
い
ま
す
。
入
口
あ
た
り
の
苔
が
前
日
の

雨
を
吸
っ
て
み
ず
み
ず
し
く
輝
い
て
い
ま
し
た
。
と
き

お
り
急
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
十
五
分
ほ
ど
の

遊
歩
道
は
緑
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
な
ん
と
も
気
持
ち

の
よ
い
散
歩
と
な
り
ま
し
た
。 

 

池
子
の
森
は
そ
の
歴
史
か
ら
、
約
七
十
年
の
あ
い
だ

ほ
と
ん
ど
人
の
手
が
入
っ
て
い
な
い
そ
う
で
、
見
渡
せ

「
池
子
の
森
自
然
公
園
」
へ 

 

三
月
十
九
日
、
週
末
だ
け
の
限
定
で
、
池
子
の
森

自
然
公
園
が
開
園
。
翌
日
の
日
曜
日
、
さ
っ
そ
く
友

人
と
連
れ
だ
っ
て
散
策
し
て
き
ま
し
た
。
わ
た
し
が

「
逗
子
」
を
初
め
て
意
識
し
た
の
は
池
子
の
森
を
守

ば
だ
れ
も
が
懐
か
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
風
景
が
残
っ

て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
原
っ
ぱ
は
原
っ
ぱ
の
ま
ま

で
、
森
は
森
の
ま
ま
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
池

子
の
森
の
四
季
折
々
の
樹
木
や
花
、
生
き
物
な
ど
自
然

を
学
ぶ
勉
強
会
や
観
察
会
が
開
催
さ
れ
れ
ば
、
ぜ
ひ
参

加
し
た
い
な
あ
。 

文 

及
川 

佳
寿
美 

「トンネルを抜けるとそこは・・・」 絵 桜山のＳ（２６歳） 

 

 



 

 

 

 

瓦版の編集担当は 逗子市環境都市部まちづくり課  

電話：046-873-1111 FAX：046-873-4520 Mail：machi@city.zushi.kanagawa.jp 

瓦版のバックナンバー・瓦版冊子は逗子市庁舎一階、まちづくり課窓口、市民交流センターに配架して

います。逗子市ＨＰ、逗子の景観まちづくりフェイスブックにもアップしていますのでご覧ください。 

2016 

4 月号 

 
平成 24 年から発行してきた瓦版は、平成 27 年 12

月の 50 号発行を記念しまして冊子になりました。

それ以降はしばらくお休みしておりましたが、今

年度から、年に４回のペースで発行していきます。

これまでご愛読いただいていた皆さま、また初め

て手に取られた方も、引き続き瓦版をお楽しみい

ただけますようお願いいたします。冊子は、市ま

ちづくり課にて無料配布しています。 

総勢約 450 名の方にご来場いただき、スケッチとコラムで描いた瓦版をご覧いただけました。 

ご来場いただいた方からは、「朗読のボランティアをしていて、朗読会で活用している」、「行ったことが無

い場所もあるので、瓦版に描かれている場所に行ってみたい」、「絵や文なら、現在は既にない風景も蘇らせ

ることができる」、「絵は自分も書けるので、参加してみたかった」と嬉しいお声をいただきました。 

また、2月 6日にはフォーラムを開催しました。 

逗子市長も参加して、瓦版の取組みや、瓦版の協力団体による活動報告、逗子の好きな景観、魅力、アピー

ル方法について、班ごとにグループディスカッションを行いました。 

逗子の魅力をアピールするためには、「景観だけでなく、経済等も含めて総合的な取組みを考える必要があ

る」、「川や緑など軸を活かして景観の魅力を発信したい」などといった意見がだされました。瓦版としてで

きることは何か、みなさんとともに考えていきたいと思います。 

私の逗子の歩き方  

‐商店街の道路舗装‐ 

銀座通り商店街の歩道改良

工事が行われています。慣

れ親しんだ赤茶色のイメー

ジを守り、歩き易さとメン

テナンス性を兼ね備えたイ

ンターロッキング舗装にな

っています。 

 

逗子の景観に関するコラムや

スケッチを募集しています。

あなたの好きな逗子の景観等

をお寄せ下さい。 

いただいた作品は瓦版や

facebook で紹介させていただ

きます。※コラムは 600 字～

650 字程度でお願いします。 

逗子鎌倉合同 親子景観セミナー 

ﾀｲﾑｽﾘｯﾌﾟ体験！～逗子鎌倉の歴史景観ﾂｱｰ～ 

昨年 11 月に雨天中止となった親子景観セミナーを 3

月末に開催しました。法性寺をスタートし、鎌倉市の

旧華頂宮邸まで、小学生と保護者合計 50 名でクイズ

を解きながらまち歩きをしてきました。 

これからも瓦版をよろしくお願いします  

今年度から年 4 回の発行になります 

逗子の景観まちづくり 

クリック！ 
検索 

瓦版ギャラリー・フォーラム

報告 

平成 28 年 1 月 30 日～2 月 5 日に

かけて、文化プラザギャラリーに

て瓦版の展示会を行いました。 

 

  

mailto:machi@city.zushi.kanagawa.jp

